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本

部

お
願
い
づ
と
め
・
お
さ
づ
け
取
り
次
ぎ

11
月
３
日
よ
り
、
日
曜
、
祝
日
、
毎
月
25
日
の
お
願
い
づ
と
め
後
に
お
さ

づ
け
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。
お
願
い
づ
と
め
開
始
時
間
は
11
時
30
分
、

お
さ
づ
け
取
り
次
ぎ
開
始
時
間
は
、
お
願
い
づ
と
め
終
了
後
よ
り
12
時
30
分

ま
で
、
場
所
は
西
礼
拝
場
で
す
。

お
や
さ
と
ひ
の
き
し
ん
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み

親
里
で
の
ひ
の
き
し
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
ひ
の
き
し
ん
の
受
け
入
れ

を
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
や
少
人
数
で
も
気
軽
に
お
つ
と
め
い
た
だ
け
ま
す
。

今
年
２
月
か
ら
毎
月
平
均
五
百
名
の
方
々
が
お
つ
と
め
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
電
話
で
の
申
し
込
み
方
法
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
し

込
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
教
祖
百
四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

お
節
会

期

日

１
月
５
日
、
６
日
、
７
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

来
年
は
お
雑
煮
の
お
か
わ
り
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
口
に
て
お
下
が
り

の
お
餅
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

教
祖
百
四
十
年
祭
教
会
長
夫
妻
お
た
す
け
推
進
の
つ
ど
い

開
催
趣
旨

道
の
先
達
で
あ
る
教
会
長
夫
妻
に
、
一
層
力
を
入
れ
て
、
に
を
い
が
け
・

お
た
す
け
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
し
、
信
仰
す
る
人
が
増
え
る
な
ど
の
年
祭

活
動
の
実
を
お
見
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
祭
活
動
初
年
の
歩
み
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
実
働
を
期
す
。
ま
た
、
教
会
長
夫
妻
の
動
き
を
芯
に
し
て
、
教

祖
に
お
誓
い
申
し
上
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
教
会
が
一
丸
と
な
っ
て

歩
み
を
進
め
る
契
機
と
す
る
。

期

日

５
月
22
日

ま
た
、
来
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
「
推
進
の
つ
ど
い
」
の
部
内
巡

教
を
行
い
ま
す
。

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
参
加
カ
ー
ド

参
加
カ
ー
ド
の
追
加
を
希
望
さ
れ
ま
す
教
会
は
、
大
教
会
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

よ
う
ぼ
く
講
習
会

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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来
年
よ
り
、
１
日
コ
ー
ス
に
加
え
て
１
泊
２
日
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

１
日
コ
ー
ス

テ
ー
マ
は
、
従
来
の
「
親
神
様
の
御
守
護
と
教
え
の
実
践
」
「
教
祖
」
に

「
お
さ
づ
け
は
有
難
い
」
が
加
わ
り
ま
す
。

１
泊
２
日
コ
ー
ス

テ
ー
マ
は
、
「
教
え
に
基
づ
く
生
き
方
〜
ふ
し
の
受
け
止
め
方
と
た
す
か

る
信
念
〜
」
「
教
え
に
基
づ
く
生
き
方
〜
は
た
ら
く
〜
」
で
す
。

よ
う
ぼ
く
講
習
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

第
三
・
第
四
食
堂
の
解
体
工
事

工
事
期
間

11
月
１
日
か
ら
来
年
９
月
30
日
ま
で

な
お
解
体
跡
地
は
、
教
祖
百
四
十
年
祭
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

12
月
１
日
〜
15
日

山
都
一

村
田
八
十
司

立
教
一
八
七
年
の
心
定
め

来
年
は
、
教
祖
百
四
十
年
祭
活
動
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
役
員
と
相
談
し

て
来
月
22
日
ま
で
に
大
教
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

大

教

会

教
養
掛
研
修
会

日

程

１
月
23
日
午
後

講

師

鈴
木
顕
太
郎
先
生
（
東
濱
名
分
教
会
前
会
長
、
ひ
の
き
し
ん
ス

ク
ー
ル
運
営
委
員
、
「
依
存
症
た
す
け
あ
い
の
会
」
代
表
、
地

元
の
静
岡
で
は
保
護
司
・
教
誨
師
な
ど
も
つ
と
め
て
い
る
）

講
義
内
容

「
身
上
の
方
を
修
養
科
へ
い
ざ
な
う
上
で
大
切
な
こ
と
」

私
た
ち
の
信
仰
の
原
点
は
、
お
ぢ
ば
に
あ
り
ま
す
。
お
ぢ
ば
は
人
類
の
故

郷
で
あ
り
、
私
た
ち
の
心
の
拠
り
所
で
す
。
こ
と
に
教
会
本
部
修
養
科
は
、

単
に
今
の
悩
み
を
取
り
除
く
た
め
で
な
く
、
我
が
身
、
我
が
家
の
い
ん
ね
ん

を
自
覚
し
、
心
か
ら
た
す
か
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。
で
す
か
ら
私
た

ち
教
会
長
は
、
お
ぢ
ば
へ
、
修
養
科
へ
志
願
し
て
も
ら
え
る
よ
う
丹
精
を
続

け
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
目
の
前
に
い
る
身
上
者
を
修
養
科
へ
と
い
ざ
な
う

上
で
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
修
養

科
志
願
時
の
留
意
点
、
修
養
科
中
の
教
会
と
し
て
の
姿
勢
、
修
了
後
の
丹
精

の
あ
り
方
を
学
び
、
修
養
科
へ
送
り
出
す
側
（
教
会
長
）
、
日
々
お
世
話
ど

り
す
る
側
（
教
養
掛
）
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
心
構
え
を
研
修
し
ま

す
。な

お
、
公
開
講
義
と
し
ま
す
の
で
、
聴
講
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
お
集
ま

り
下
さ
い
。

教
養
掛
任
命

教
養
掛
研
修
会(

１
月
23
日)

に
あ
わ
せ
ま
し
て
、
辞
令
を
交
付
い
た
し
ま

す
。
左
記
の
方
は
、
ネ
ク
タ
イ
着
用
の
上
、
研
修
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教
養
掛

高
橋
邦
和
、
高
橋
邦
之
、
秋
山
亮
克
、
堀
口
教
之
、
五
日
市
正
道

小
田
裕
、
工
藤
寿
美
、
佐
々
木
誠
、
工
藤
恒
美
、
阿
部
豊
、
須
藤
司

須
藤
宏
文
、
森
内
聖
也
、
北
山
道
治
、
宮
澤
恵
司
、
小
田
真
一
郎

瀬
川
初
人
、
相
内
知
昭
、
赤
平
治
三
、
田
中
道
弘
、
蒔
田
登
紫
行

棟
方
典
人
、
小
野
道
幸
、
小
野
興
道

百
三
十
周
年
創
立
記
念
祭

真
柱
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
各
教
会
に
下
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
拝
読
の
上
、
年
祭
活
動
の
糧
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
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い
た
し
ま
す
。

記
念
品
を
教
会
、
布
教
所
、
お
つ
な
ぎ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
渡
し
し
ま

す
が
、
不
良
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
大
教
会
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

鏡
餅
つ
き

12
月
24
日
準
備
、
25
日
餅
つ
き
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ひ
の
き
し
ん
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参
加
で
き
ま
す
方
は
、
詰
所
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

教
会
二
部
、
布
教
所
一
部
配
布
し
ま
す
。

十
二
月
月
次
祭
神
殿
講
話

役
員

瀬
川

初
人

野
邊
地
分
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん

実
施
日

10
月
25
日

参
加
者

男
子

17
名

女
子

２
名

計

19
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

お
つ
と
め
奉
仕
役
割
は
、
一
ヶ
月
前
に
月
報
を
も
っ
て
発
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
連
絡
な
く
欠
席
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
止
む
な
く
奉
仕
出
来

な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し

て
下
さ
い
。

布

教

部

立
教
一
八
七
年
春
季
大
祭

団
参
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
計
画

明
く
る
年
の
大
教
会
春
季
大
祭
に
向
け
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
翌
日
に
は
教
養
掛
研
修
会
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

帰
参
予
定
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
大
教
会
往
復
）
詳
細
は
来
月
月
報

に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

婦

人

会

第
一
〇
六
回
総
会

日

時

立
教
一
八
七
年
４
月
19
日(

金)

午
前
９
時
30
分

場

所

本
部
中
庭

記
念
行
事

支
部
の
集
い

総
会
終
了
後

別
席
強
調
月
間

期

間

立
教
一
八
七
年
４
月
１
日(

月)

〜
30
日(

火)

総
会
月
の
別
席
場
を
に
ぎ
や
か
に
、
老
い
も
若
き
も
別
席
者
の
ご
守
護
を

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

学
生
担
当
委
員
会

立
教
一
八
七
年
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

期

間

令
和
６
年
３
月
10
日
～
12
日

受
講
対
象

令
和
５
年
度
卒
業
予
定
者

全
期
間
を
通
し
て
受
講
出
来
る
者

受
講
人
員

四
百
名
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受
講
御
供

五
千
円

立
教
一
八
七
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

期

間

立
教
一
八
七
年
３
月
28
日
（
木
）

内

容

式
典

10
時

本
部
中
庭

「
真
柱
様
お
言
葉
」
、
直
属
ア
ワ
ー
、
前
日
行
事

け
い
じ
ば
ん

十
二
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

11
月
27
日

～

12
月
１
日

津
軽
新
城

12
月
１
日

～

６
日

新
横
須
賀

12
月
６
日

～

11
日

南
金
田

12
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

12
月
16
日

～

21
日

外
ヶ
濱

12
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
岩
誚
坊
（
布
）

12
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

12
月
27
日

～

１
月
１
日

禮
陽

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

子
弟
育
成
委
員
会

修
養
科
始
業
講
習

石
原

旬
一

修
養
科
修
了
講
習

田
中

道
弘

教
養
掛

森
内

聖
也
（
11
月
24
日

～

12
月
28
日
）

秋
山

亮
克
（
12
月
24
日

～

１
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

十
二
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

八
戸
、
古
間
木
、
禮
城

各
委
員
部

十
二
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

小
田

晴
恵
、
村
田

良
子

十
二
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

黄
鐘
調

一
、
曲

目

拾
翠
楽

海
青
楽

千
秋
楽

越
殿
楽

西
王
楽
破

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

12
月
10
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら

庶
務
月
報
係
よ
り

来
月
か
ら
城
山
月
報
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
し
ま
す
。

教
会
に
は
記
念
祭
の
記
念
品
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
を
覚
え
て
、
月
報
の
閲
覧
が
出
来
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
直
轄
毎
に
サ
ポ
ー
ト
担
当

者
の
方
が
居
ま
す
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
の
方
に
お
聞
き
下
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
担
当
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。

大
教
会
（
統
括
）

阿
部
豊
、
盛
岡

五
日
市
正
道
、
浪
岡

阿
部
豊
、

野
邊
地

瀬
川
初
人
、
五
所
川
原

田
中
元
直
、
城
都

阿
部
豊
、
上
田
・

八
戸
・
山
都
一
・
南
遠
・
新
横
須
賀

小
田
真
二

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



大

教

会

長

瀬

川

初

人

小

田

晴

恵

高

橋

　

節

村

田

良

子

赤

平

治

三

村

田

　

勇

田

中

道

弘

石

原

旬

一

工

藤

寿

美

高

橋

邦

和

会

長

夫

人

石

原

愛

子

瀬

川

カ

ウ

小

野

道

幸

松

浦

靖

治

小

田

真

一

郎

相

内

知

昭

松

浦

し

げ

子

禮

城

委

員

部

小

田

美

枝

子

佐

々

木

　

誠

柴

田

知

弘

工

藤

恒

美

阿

部

　

豊

森

内

聖

也

高

橋

邦

之

関

美

佐

子

野

中

華

子

田

中

美

穗

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

飯

野

康

二

秋

山

亮

克

澤

野

美

花

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

小

田

真

二

五

日

市

正

道

澤

野

公

志

近

藤

文

雄

高

橋
　

清

松

本

治

美

戸

塚

美

代

子

近

藤

喜

美

江

夏

目

政

代

工

藤

良

樹

芳

野

健

司

村

田
　

勇

赤

平

治

三

小

田

真

一

郎

小

野

道

幸

大

教

会

長

森

内

聖

也

石

原

旬

一

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

十
二
月
月
次
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

十
二
月
二
十
二
日
十
時
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

控
え

　

お
つ
と
め
奉
仕
者
以
外
の
全
教
会
長
夫
妻
、
全
布
教
所
長

　

松
浦
春
年
、
須
藤
司
、
田
中
元
直
、
小
田
真
二
、
櫻
田
陽
一


